














要約 

1.県単位レベルで行なう先天異常モニタリングでの発生頻度(昭和62年9月まで)を実地調

査研究班で決定しているマーカー奇形にしたがって報告した。今年度の奇形発生でとくに

目だった増加を示すものはなかった。過失 14 年間の症例について月別に発生状況を検討し

た。とくに発生が異常に突出した月や季節はなかった。 

外表奇形の原因として染色体異常があるが,地域内の症例について分染法の前後によりど

のような染色体異常の発見が増加したかを原因不明の精神遅滞集団において検討した。分

染法を行なうようになって染色体異常と診断される頻度は約 3 倍に増加した。その中で,

外表奇形があり,出生後早期に診断される症例は部分トリソミーに集中していた。部分モノ

ソミーや均衡型染色体異常は奇形の合併が少なく,診断される年齢も比較的高く,出生時に

行なわれる外表奇形モニタリングではこの種の染色体異常症は含まれてこない可能性の高

いことが考えられた。 


